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『命のリレーを繋ぐ』 

カウンセリング神戸 

代表 福屋よしみ    
 

 こんにちは。カウンセリング神戸 福屋よしみでございま

す。前回の岡山DARC通信から7年の時が過ぎました。年号が

令和に変わり、コロナウィルスが世界的に大流行し生活様式

が大幅に一変し、戦争で情勢だけではなく日常生活への影響

を憂慮しなくてはいけない、大きな動きの7年です。 

 毎年鳥取DARCで合同ワークショップ（鳥取・岡山・九州

DARC）にお招き頂き本当にありがとうございます。緊急事態

宣言により鳥取・岡山DARCでは感染防止に全力を尽くし、 

参加者全員のワクチン接種を含む防止策に懸命に取り組んで

おられ、入寮者・スタッフの方々の日々の努力と千坂様の配

慮で、毎年のワークショップ開催に感謝するばかりです。 

 ワークショップの現場では自分ではどうしょうもない感情

「怒る・怒鳴りたい・大きな憤り」など破壊的なエネルギー

を扱っていきます。暴力的な感情の下には大きな心の傷・深

い悲しみや孤独感があります。心の傷や孤独感を癒やすプロ

セスで涙の量が多ければ多いほど深い癒やしがおきます。

ワークショップ後には参加者の皆様の大きな笑い声とキラキ

ラ光るような最高の笑顔に出会えます！ 

 2月27日に日本ダルク創設者の近藤恒夫氏が神の国に旅立

たれ大々的にニュースの報道もあり現在はDARCの社会での認

知度もかなり高くなりました。私が近藤氏にお会いしたのは

20年以上も前のハワイNAワールドコンベンション！にこやか

な笑顔が印象的でした。 

 岩井氏の「薬物依存 敵は孤独」と書かれた記事で「ダル

クの活動を近藤さんはこう例えたという。«命のリレーをす

るんだよ»」と記載されていました。 

 故・近藤氏から手渡された命のバトンを岩井氏・千坂氏に

続くDARCの皆様が受け取られ命のリレーが続いていきます。

千坂氏の言葉は「薬物依存症は完治はしない病気、でも回復

のプロセスを歩むことはできる」と。そして去年にはダルマ

塾の開設、最近では『草刈りボランティアを通しての地域貢

献・交流活動事業』など地域に密着し精力的に活動され 

「日本でスピリチュアルな祈りのDARC」を創られていく千坂

様、そして鳥取DARCの皆様、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。 
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『仲間と共に生きる』 

                       海人（スタッフ） 

 こんにちは、薬物依存症の海人（カイ

ト）です。昨年8月2日 (月 )、デイケア

施設「リカバリーワークダルマ塾」が開

設となり、僕に取って念願のダルクの職

員となりました。今から4年程前、当時

のアドバイザーでもあるチーさんに、ま

だ入寮者だった僕は「ダルクでスタッフ

をやりたいです」と言いました。 

ダルクで生活していく中、代表のチー

さんを始め、他のスタッフの姿がとても

眩しくて、かっこ良かったからです。2年2ヵ月前、4フェーズに上がり、事務

所でボランティアスタッフをさせて貰うようになりましたが、本当に一言では言

い表せないくらい、ダルクスタッフは大変な仕事だと実感し、昔、ダルクスタッ

フをやりたいと、チーさんに言った僕は、何にも分かっていなかった事を知りま

した。この間、肩書は違えども、ダルクの業務に携わって来て感じるのは、こう

した業務も全てが、僕自身の回復プログラムという事です。 

仲間のサポートを日々やらせて貰う中、いつの間にか、僕がやってあげている

と直ぐ高慢になりがちですが、そういう時は、必ずと言っていい程上手くは行か

ず、僕自身、苦しくなるばかりです。仲間のサポートをする事で、僕自身が救わ

れていて、助けられている事に、失敗を重ねる中で気付く事が出来ました。 

そして、昨年9月には、業務の時間に自動車学校に行かせて貰い、49歳で人生

初の自動車免許を取得する事が出来ました。車には、十代の頃から無免許で乗っ

ていましたし、何度か免許を取るチャンスもあったのですが、どうせ薬を使って

いるし、薬を持ってもいるから、車を運転中に警察から止められても、止まるわ

けには行かないし、どうせ逃げる事になるから、免許持っていても役には立たな

いという、依存症的思考でした。しかし、ダルクに来てからは、免許がない事を

「こんな事なら早く免許を取っておくべきだった」と、物凄く悔やんでいまし

た。今では、仲間とNAに行く際、買い出しの際、ダルマ塾の行き帰りなど、車

の運転をさせて貰っています。 

3年程前、僕が施設を飛び出して、もう一度やり直しをする中、チーさんから

「ステップ3では、ハイヤーパワーと共に生きる決心をする」と教えて貰いまし

た。僕に取って、ハイヤーパワーと共に生きるとは、仲間と共に生きる事であ

り、仲間と繋がり続けるという事でもあります。これから生涯を通して、今日一

日のプログラムを仲間の中で続けて行きます。ダルクの仲間、今日も有難う。 



 

3 

 

 

『モラルと生き辛さと負のパターン』 

トシ（3フェーズ） 

  

ダルクに繋がって2年8カ月が過ぎ

ました。繋がって間もない頃は、「三

日坊主と思われるのは癪だ、だから3

週間はダルクに居よう」という考えで

した。部屋長との関わりの中で「自分

は否認を続けながら人生を送っていた

んだなぁ」とハイヤーパワーが気付き

を与えてくれました。そんな中で、

「3ヵ月は居よう」「Step1.2.3を覚

えるまでは居よう」と考え方が変わっ

ていきました。まず、Step1で自分の

依存症の酷さを知り、病気を認められ

るようになると「関わる人や環境が変わっても、自分が変わらなければ問題は

付いてまわる。Stepをやらねば同じ事を繰り返す」と考えるようになり、腰

を据えてダルクでやっていく決心がつきました。 

 Step1.2.3.4と進み、今はStep4の棚卸しで負債と資産のフォーマットを

書き終わり、感想を書く所まで辿り着きました。見返してチェックしてみると

3歳の頃から悲しい、寂しい、恐れといった感情を抱いた出来事が多かった。

末っ子で一番可愛いがられるのが自分にとっての普通だったが、妹が出来る事

で一番では無くなった。受け入れる事が出来ず、期待した通りの愛情が与えら

れないと感じるようになり、期待し過ぎるようになっていった。当然思い通り

にならず、自分の考えや想い、存在価値を認められないと感じて悲しみ、寂し

さ、恐れが湧いていったと知る事が出来た。この生き辛さが中学校の時に父と

の関わりの中で爆発した。中学校生活でうまいことやるにはツッパるしかない

という自分の考えや想いを言葉には出さなかったが、理解してくれるだろうと

父に期待し過ぎていた。話し合いの時に反抗的な態度を取っていると、父は

「お前の考えはおかしい、間違っている」と言われた時に悲しみ、寂しさを感

じたが解決する方法も解らず、その場から逃げ出し、父を拒絶した。 

薬を覚えると、この生き辛さが原因で衝突する度に薬を使う事で現実から逃

げる方法を知り、解決方法が薬になり、負のパターンが出来上がった。ダルク

に繋がるまでの間、その簡単な解決方法に頼る事で否認が強くなっていって、

霊的に痛み、自己中心的な自分になっていったと知る事が出来た。Step4をや

らなかったらこんな自分を知る事が出来なかったし、父の事もずっと恨むだけ

だったけど、Step4をやった事で「自分はこういう人間なんだ」と知る事がで

き、受け入れられるようになりました。早くStep4の感想を書き上げStep5

に進む準備をしたいと思っています。 
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『めげないでやる、めげてもやる』 

ゴリピカ（３フェーズ） 

皆さま御無沙汰致しておりま

す。依存症のゴリピカです。今

日4月6日(水)、プログラムで体

育館へ仲間とソフトバレーに

行って来ました。元気なのは最

初だけで、段々息切れをして、

足ももたついて、膝はガクガ

ク、ボールには追いついていな

いし、「歳取ったなぁ～体がつ

いて行かんわ」と感じている所です。 

昨年の8月からは、鳥取市内にあるダルマ塾への通所も始ま

り、回復プログラムに取り組んでいます。自分は、ステップ6の

欠点を手放す準備をしています。恐れ、身勝手、不正直などを

手放す準備です。過去から自分勝手で、何もかも自分の狂った

考えで生きて来ました。お金、薬物を手に入れる為、人に平気

で嘘を付き、その為に罪悪感と後悔で恐れおののき、どうにも

ならなくなった。現時点でクリーンが続いていても、欠点は常

に出て来ます。薬物に問題があるのではなく、これ迄の生き方

に問題があるのです。 

プログラムのいう、自分の考えで行動すると、最後には生きて

行くことが、どうにもならなくなる、だから、日々仲間と関わ

る中で自分の考えが出たら、直ぐに気付いて行動を変えて貰え

るよう、ハイヤーパワーに祈りながら生活しています。とは言

うものの、長年慣れ親しんだ欠点は自分の一部となっていて、

上手く行かない時もありますが、めげないでやっています。 

4月8日は自分の62歳の誕生日です。自分の欠点をハイヤーパ

ワーに委ね、取り除いて貰う事で、本来の自分に戻れると希望

を持って、ハイヤーパワーと共にプログラムを踏んで行きま

す。有難うございました。神に感謝。 
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『回復に向かって生きる』 

 ササヤン（2フェーズ） 

薬物依存症のササヤンです。ダルク

に入所して２年４カ月が経ちました。

リハビリ施設での暮らしも随分と慣れ

ました。施設では仲間と一緒にスト

レッチやウォーキングをやっておりま

す。一日一回、嫌な事をすることをプ

ログラムとして取り入れ、今まで感じ

たことのない感情に気付くことが出来

ています。 

 自分の内面を明かし、感情に目を向

けることで、今まで忘れていた大切な

思いを少しずつ取り戻しているような

感覚があり、嬉しく思っています。日々変わる感情に悩まされることもあります

が、仲間（部屋長）に相談をして、ミーティングで打ち明けることで、今までに

ない生き方を選択し、新しい自分になれた気がします。この感覚を忘れないよう

に、毎日の生活を点検して、真っ当な生き方を身に付け、覚せい剤を使わない人

生を送れるように、プログラムにベストを尽くしていきます。 

 社会にいた時の自分の考え方や感覚が、どれほどおかしくなっていたのか、

ミーティングで過去と今の話をして比べることで、本当の自分の姿が見えてきて

います。施設に入寮したばかりの頃は、周囲の仲間にも、自分自身にも嘘ばかり

を言って、否認をしていました。ずっと本当の自分を知ることを拒否する感覚

だった様に思います。 

 覚せい剤を使っていた時の自分の心の痛みを隠すことがなく、ありのまま話を

することで気分が楽になっていたり、今、自分が抱えている問題を正直に話して

楽になっていたと、日々の生活での変化にも気付くことが出来るようになってき

ました。自分の心を閉ざすことなく、生きることの大切さにも気付きました。覚

せい剤を使って、無感情な態度で仲間と接してきた自分は、他人の心を傷つける

ような言葉を平気で使っていたし、行動も破壊的でした。そんな自分を認めるこ

とで本当の自分に気付くことが出来て行動を変えることが出来る様になり、生き

方を変える必要性を知ることが出来ました。 

 仲間との会話を通じて知ることも多いです。高慢な自分に気付くこともありま

す。仲間との関係性を悪くしていました。そんな生き方を社会でもしていたこと

を振り返ると、本当に馬鹿げた行為だったことに気付きました。そんな生き方を

二度としたくないと思う事が出来たのは、施設での生活と仲間たちのおかげで

す。日々の生活を忘れずに、今後もプログラムを続けていきたいです。ありがと

うございました。 
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『病気と向き合う』 

ヒロ坊（２フェーズ） 

初めまして、アルコール依存症の

ヒロ坊です。ダルクに入寮して1年

6カ月になります。 

鳥取に来る事になったのは、他の施

設に行くことも考えていましたが、

何件か断わられていました。何故か

と言うと、私は心臓が悪い為、常に

スタッフがついていないと、何時倒

れるか分からないからです。NAに

行くのにも、人と同じ歩調では付い

て歩けないし、とにかく、手が掛かります。勿論、運動も出来ないし、と

にかく、普通の生活が出来ません。 

昨年1年間の間に5回も入院したし、最後の入院で、酸素の機械を24時

間付けないといけない生活になりましたし、医者からは「今後、悪くなる

事があっても良くなる事は無い」と言われていました。酒から来る病気の1

つで、糖尿病にもなっています。ダルクに来た当時は、血糖値が106もあ

り、入院した方がいいとまで言われましたが、先ずはアルコール依存症の

自分がお酒に手を出さないことが先決で、入院してもお酒を飲んでしまっ

たら、入院したのにお酒を飲んでしまったせいで、もっと体を悪くしてし

まうので、施設でお酒を飲まないようプログラムをしながら、自分自身で

栄養管理をするようになりました。飯を減らし、甘い物も食べずに生活し

て行きました。ダルクの仲間は、皆甘党でお菓子、アイスクリームをよく

食べます。涎が出そうなくらい、羨ましかったのですが、いつの日か、そ

の生活にも慣れて、体重を56キロから51キロまで落とす事も出来まし

た。 

そんな生活でしたが、心臓の方も、だんだんと良くなり、今では酸素の機

械が取れる程に良くなりました。医者からは、「飯の量も普通に戻して、

体力を付ける為に体重を増やして下さい」と言われるぐらい、摂生してい

たので、今では、「甘い物もストレスになるなら、たまには食べてもい

い」と言われるくらいになりましたが、血糖測定を趣味にしている私は、

今は食べてもいいと言われても、食べません。とにかく、病気の方も、落

ち着き、一度は鬱になり、施設を出て行った事もありましたが、今は落ち

着いた生活が送れています。 
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体育館でソフトバレー 

繋いだボール！決めてみせる(>_<)！ 

コロナ対策の為、オンラインでの面談 

相談支援事業所の相談員さんとのモニタリング風景 

令和４年３月２５日(金)               

リカバリーワークダルマ塾看板設置！ 

スマープ２４（認知行動療法） 

第22回「あなたを傷つける人間関係」 

ヨガプログラム風景          

目を閉じて、自然を感じて、呼吸に集中(-_-) 

ダルマ塾看板設置について         

日本海新聞の取材を受けました(^^)/ 

障害福祉事業所 リカバリーワークダルマ塾 

～活動写真～ 










